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1.緒言
229 
ρrnithogalulJt J鳥は約100種を含む大きな属で，観賞用として栽培・される種は，主に南
アフ リカと，地中海を中心とした欧州、|から西部アジアに分布している 8)わが国にはこの
うち数種が切花用または花壇用として栽培されている.
筆者は1971年から O.thyrsoidesを材料として予備実験を行なったところ，タネ球の低
温貯蔵の新球形成に及ぼす影響が明らかに認められた. そこで1972~73年，引き続いて本
実験を行なった.
I.材料および方法
予備実験 O.tltYrSoidQsの平均 4.0gの球を供試し， 1971年10月6日から翌年5月12
日まで 5球ずつを 50，90，150，210， 250Cの恒温器内で貯蔵し 一月12日に鉢に植えて
戸外で栽培した.鉢植えの株はその後8月17日掘上げ，生長と球形成の状況を調査した.
第1実験 1972年9月23日に平和国から入手じた O.ωゆ icum 平均球重 44.1g)，O. 
thyrsoides (6.1g)および 0..u1nbellatutn (1.6g)の球を供試した.温度処理は10月1日
から60，90日間，第1表に示した 5段階の温度の恒湿器内で行ない，その後は 200Cの恒
温器に移し 4月30日に取出して新球形成の状況などを調査じた./0;"umbelatumは1
区12球，その他の種は 1区5球とし，調査後の球は平箱に植えて戸外におき，萌芽状況な
どを調査した白
第2実験 第1実験と同じ 3種の球を供試した.球は10月1日から第1表の5段階の温
度で低温処理し， 30， 69白間処理区は1月30日， 90日処理区は12月30日に， 1/5，0000アlー
ノレ鉢に O.arabicumは4球，O. thyrsoidesは6球， O. 1tJnbellatumは10球ずつ定植
229 
230 山形大学紀~(農学)第 7巻第 1 号
Table 1. Experimental sequence. 
ゴ三eciesA竺1| 
I ~ I Oct. 6~ for about 7 months I Plant吋 on1971 I O.t/i.yrsoides I 4.0g I --- ------- ---I 
口 1at 5'， 9'， 15'， 21・， 25'C 1 May 12 
一一←ー-1一一←一一←一一ー-，-一一一一一一
44.1 I 
1 Oct. 1~ fo1' 60， 90 days， 
6.1 I I at2'. 5・.9・.15¥20'C 
1.6 I 
Treatment for seed-bulbs ?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
1972 
1 O.thyrsoid 
Exp.11 
10. Il1belfatulIl 
Stored in 
thermostat 
at 20・c
Apr. 30 
??
????
，?
???
?
?
?
?
????????。 ?
????、?? ?
? ?
Planted on 
1. ~~.I May 21 
Oct. 1 ~ 101' 30， 60， 90 days， 1 Nov. 30 (Dec. 30) 1 
1.. . ~ï May 17 
at 2'， 5'， 9・， 15・， 20・C 1 About 20・C，16-1 
1:- 1 May 15 
h1's. daylength 1 
し 1鉢 1区とし， 20.C以上を保つビニー/レ被覆の枠内で'16時間日長で栽培した. なお
30日間処理区は，処理後定植まで 30日聞は， 20.Cの恒湿器内で貯蔵した. ビニー ノレ枠は
ガラス室内に設け，冬季聞を通じて最低温度は 19~200C を維持でき，最高気温は 3 月
下旬以降 25~30.C に上昇する日が多かった以外は， 20~22.C であった.
一部の区の葉が枯れ始めた 5 月 15~22 日に種類ごとに順次掘上げ，新球の形成状況や葉
の生長状況を調査した.
11.実験結果
予備実験 90， 15.C貯蔵区では大部分の球が貯蔵中に腐敗しi定植できなかった.21，
250C 貯蔵区は定植後間もなく崩芽し 8 月 17 日の調査時には 8~9 枚の葉を生じ， 葉長
は 24cm 前後であった.葉鞘径は 0.7~ 1.4cm で，球を形成していなかった.一方， 5.C 
貯蔵区では葉があまり生長せず 8月17日の平均葉数は 2.3枚，葉長は 7;8とm に過ぎなか
った.葉鞘径は定植後間もなく増大し 8月17日には平均球径 2.0cmの新球と，肥厚し
た側球と，葉上に珠芽を形成していた(第 1図).なお 21.，25.C区の株を調査後鉢に植
Fig. 1. Eff巴ctof the chilling t1'eatment _ onthe bulb formation 9f 0ルyrsoides.(1971 ~72) 
From left to 1'ight， showing the plants t1'eated with tne chilling at 5'， 21・and25・c
for labout 7 1U0nths， respectively. 
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え，戸外で培養したところ，夏季を通して球を形成しないまま生長を続け，越冬後，翌年
6月に至って開花し，球を形成し茎葉は黄変枯死した.
第l実験 O.灯油icumでは 2.，5.， 9.Cの60，90日間処理区は，側芽が肥大して側球
を形成した. しかし， 15。と 20.Cで 60，90日間貯蔵した区は側芽の肥厚はみられなかっ
た(第 2表).
Tahle 2. Effect of the chil¥ing treatment on the， bulb formation of O. arabiCIIJII. 
(Exp. 1 and 2) 
Chillin 耳ち Diam.of Thiclmess De1tE1r6ere1 of Bdaetge inning Dbuelgbriene g of 。flateral wltllermg Degr巴日 of e of m 
Temp. I Duration I main bulb bulb 。fleaves bulbing flowering thermostat at  1Jran 20・C(Exp. 1) 
2'C 30days 3.5cm 1.3cm 十 十 Jan. 5 
5' // 3.2 1.0 +ト 十 グ
9' Jツ 3.4 1.3 +十 十 ノア
15' // 3.4 1.1 土 Jan. 25 
2' 60 2.9 0.8 + 十 Jan. 16 土
5' // 3.0 0.8 十 + // 十
9' グ 3.0 1.1 +十 + Jan. 5 + 
15・ Jγ 3.3 0.6 土 Jan. 25 
2' 90 2.6 0.8 土 十 // + 
5' /1 2.4 0.8 +十 十 ノア + 
9。 ノケ 3.6 1.3 十 十 10 + 
15・ 必Y 2.8 1.0 土 5 
Control (20・c) 15 
Table 3. Effect of the chil¥irtg treatirient on.the bulbformation of O. 'h.Jリsoides.
(Ext句 2)
Chilling treatment Diam.of Diam.of Bulbing Degree of Period of bulb leaf sheath ratio 
Te岬 (A) (B) (A!B) bulbing flowering 
2'C 2.0cm 1.2cm 1.7 土
5' 2.3 0.5 5.0 + 
9' 60days 2.4 0.2 11.2 * 15・ 1.7 1.4 1.3 Middle Feb. 
20・ 1.8 1.4 1.3 必y
2' 0.7 3.2 + 
5' 2.1 0.7 3.1 * 9' 90days 1.9 0.3 6.2 件
15ω 2.1 1.3 1.6 土 Late Mal'. 
20' // 
これらの側芳:を植付けて生長状況を調査した結果， 2 ~150C の低淑処理を行なわない
20.C 区は，植付け後1O~15 日頃から新芽し始め， 夏を越して生長を続けた.低温処理区
は 1 ~2 カ月後から崩芽し始め， 90C 60日区は 3カ月を経過しでもほとんど荊芽しなか
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TabJe 4. Effect of the chilJing treatment on the bulb /ormation of O. ll1belatul/I: 
(Exp.2) 
ChiJing treatment 
Period of No.of leaves Ave. wt. of buJb Degree of 
Ter叩 Duration sprouting (Main bulb) Main B I Lateral B bulbing 
2'C MiddJe Feb. 5.3 -g -g 
5' // 4.7 
9' 30clays I! 5.3 
15・ I! 5.3 
20' EarJy Feb. 5.7 
2・ Early Feb. 1.3' 1 土?
5' Late Dec. 0.2 2.6 0.2 十
9' 
60clays 
0.8 3.0 0.3 + グ
15' March 5.0 
2' Midclle Jan. 。 1.6 0.2 + 
5' Early Feb. 1.2 2.2 0.1 + 
9' 90clays MiclclJe Jan. 。 2.0 0.2 十
15・ EarJy Feb. 5.0 
20' March 
Fig， 2.EHect of the chilling treatment on the， bulb formation of 0， thyrsoides. (1972~73) 
Labellecl figureS show the chilJin'g temperature anclcluration of the treatment (clays) 
of each ，grouP. 
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Fig. 3. Eff巴ctof the chilling treatment on the bulb formation of O. umbellafulIl. (1972~73) 
Labelled figures show the chilling temperature and duration of the treatment (days) 
of each group. 
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った.
O. thY1'soidesでは， ほとんど全部の球が腐敗したため調査を中止した.
O. ttmbellatttmでは，低温処理を行なった区も新球を形成しなかった.調査後の球を
植付けたところ，いずれの区も相前後して萌芽し，やがて地上部は黄変し，新球を形成し
た.
第2実験 O. a1'abicz仰の場合， 30日間低温処理区は 11月中下旬， 60日間処理区は12
月上旬頃， 90日処理区は 1月上旬に繭芽し， 2~goC で低温処理した区は 4 月下旬から 5
月にかけて葉先から枯れ始めた.萌芽は低温処理区が早い傾向を示した.
5月21日に掘上げで調査した結果(第2表)，球径では区の間に明l僚な差はみられなかっ
た. しかし一般に低温処理区は葉の黄変が早く，側球が肥大していた.低温処理区の間で
は goC区の球形成が芯っとも進み，ついで 50， 20C区が球を形成し， 150C区は 200C区
とあまり差がみられなかった.なお全部の区が 1"'-'2月に開花し， その時期は 90C90日
区が最も早かった以外は，概して植付け期の早かった区が早く，低温処理区のなかでは
9
0
C区が早く，低温処理を行なわない 20.C区は最も遅く 2月中~どろから開花した.
O. thyrsoidesでは60詞処理と 90日間処理を行なった.簡芽は貯蔵淘度が高い区ほど早
く 5月17日までに開花じたのは 15"C区と 20.C区だけであった
5月18日の調査の結果，低温処理区は葉が黄変し始め，球部が肥大し，側球と葉上の珠
芽が形成されていた.球の形成は，低温処理区の聞では g.C区でもっとも進み， ついで
5.C区で， 2.Cでは90日処理区は球を形成したが， 60日区では球を形成せず， 150C では
90日間処理区もほとんど球を形成しなかった.
調査後の球は再び鉢に植えてその後の生育状況を諦査した， 200C 60日区はそ
の後開花し，これらの株は球を形成しないまま夏季也生育を続けた.
O. umbellαtumでは 9.Cか 50Cで60日間処理した区がまず萌芽し， ついで90日間低淑
処理区が萌芽した.30日間低温処理区は一般に萌芽が遅く，そのなかでは 20C30日区がも
っとも遅かった.開花は 2.，150Cの低温で 90日間処理じた区にのみみられ， そのなかで
はgoC90日区が幾分早かった.
200C の16時間日長で栽培し月 15 日に掘主げで調査じた結果， 60 日間以上 2~90C で
低温処理した区は球を形成し，葉は黄変じやがて枯死じた.じかじi低温30日間処理区と
WC処理区は 20.Cで球を貯蔵した低温無処理匹E同様に球が形成されず， 20C 60日処
理区は新芽が遅く，球の形成はあまり進んでいなかった.球重はg.c60日区が最 も大き
く， ついで 50C60日区で，植付け期カt1カ月遅がった90日間低視処理区は主球，側球とも
やや小さかった.
調査後の球を植付けて栽培を続けたところ，球を形成しなかった区もやがて主球を形成
し，萌芽した側芽が夏を通じて生育を続けた.
IV.考
前記のように本実験に供じた 3種のオーニソガラムは，いずれも新球形成に低温条件経
過を必要とするか，少ぐも低温経過により球の形成の促進するととが知られた.そして球
を形成すべき生理状態を誘起する温度は， 0.灯油icz仰は 2~goC で ， ，1q.eにおU、J七も
長期間を経過すると球形成状態が誘起された.O. thyrsoidesは 90Cで球の形成がも っと
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も進み 50C では幾分劣り， 20， 150C では 90日間処理しでも球はほとんど形成されず，
21
0， 250C で貯蔵した場合は新球を形成することなく夏を通して生育を続けた(予備実験).
O. mnbellatumの球の形成は 5~90C で進み， 20C では60日処理区も球形成率が100%に
ならず， 150C では90日処理区も球を形成しなかった.
以上のように O.al'abicl仰は感応温度の巾が広く， O. thYl'soidesは比較的狭いもの
と思われた.SHOUBらによると， 7) O. ({l'abiw1nの花芽形成は 2~300C の広範囲でおこ
り，分化期は 17~200C の場合に早く，花序の生長は 130C で速い.本実験においても，
低温処理区，無処理区とも，すべての区が開花した.本種はこのように花芽形成のための
誘導温度の範囲が広い植物であるが，球形成についても同様に，広い範囲の温度で誘導が
おこるものと思われた.ただし 200C貯蔵球と，その側芽を植付けたところ，夏を通して
生育し続けた. したがって本種の球形成は， O. thyrsoidesの場合と同様に， 200C以上の
混度ではおこらないものと思われる.
なお O.umbell atu1JZの開花は， 2~150C の90 日間処理区以外ではみられず，本種の開花
には相当長期間の低温条件経過を必要とするものと思われた.一方 O.thYl'soidesは15"C
区と 200C区以外では開花しなかった. したがって本種の花芽の分化，発育と温度条件と
の関係は，他の 2種のオーニソガラムとは，かなり異るように恩われた.
J 前記の第1実験において，低温処理球を 200C の恒温器内に移して新球の形成状況を調
査した結果， O. a}'abicltln では側球が形成され，それらの側球は定植しても 2~3 カ月は
萌芽せず，休眠状態にあるものと思われた.このように低温処理により球形成状態が誘起
されたタネ球;が，恒温器内で球内に新球を形成することは，アイリスやチュウリップにお
いてもみられ，アイリス，チュウリップとも，休眠覚醒後間もない球を 10。および 30C
前後の低温においた場合に生ずる 4，6)そして母植物の生育中に掘上げたチュウリップ球
は低温処理を行なっても球を形成せず，掘上げ期が遅れるほど球形成が進む 6)アイリス
では掘上げ後聞もない，球内の生長点の幼葉が 3~4葉のころ低温処理すると鱗葉を形成
し，幼葉数がさらに増加した時期に低温に遭遇すると花芽を形成する 5)これらの現象は
フリージアの二階球形成とも類似している 2)
本実験において， O. a}'abicumでは母球内に新球の形成が認められたが，他の 2種のオ
ーニソガラムでは球内に新球は形成しなかった.これはそれぞれの種の特性によると思わ
れる. しかし，チュウリップやアイリスでみられたように，それぞれの種の休眠期間の長
さや崩芽期の早晩とも関係があると思われ，本実験の結果から直ちに形成するかどうかを
決定することはできない.
本実験の O.arabicumの場合， 10月末に植付けた区は11月中下旬には萌芽し，低温処
理期間が長く，植付け期の遅い区ほど萌芽期は遅かった.これらの点からみて，本種は10
月中には休眠はすでに終り，生長に適当な温度条件になれば葉が生長する生理状態になっ
ていたものと思われる. O. t!tyrsoidesは恒温器内で新球は形成しなかったが，本実験で
は貯蔵温度が高い区ほど崩芽が早く， 15， 200C 区は貯蔵中に萌芽がある程度進んだもの
と思われ，本種も10月にはすでに生長し得る状態にあったと思われる.
一方 O.umbellatumの萌芽は50，グC で60日間処理した区が最も早く，低温90日区が
これにつぎ， 2 ~150C の低温 30 日区や15"， 200C貯蔵広の萌芽期はかえって遅かった.
以上の点からみて，本種は 5~ 90C前後の低温条件を 60日程度経過することによれ崩
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芽しやすい生理状態に変化すると考えられる.なお O.ω'abiclt1l/.や O.t!yrsoidesの球
は温度条件が適当な場合は紙袋内で期芽する.一方 O.umbellatumの球は低温処理後
20
0Cの恒温器内に移した場合は全然甫芽しなかった.したがって本種は外部から水分を
与えられない場合は新芽し難u、特性をもつように思われる.
以上のように供試した 3種のオーニソガラムの聞には若干の特性の相違がみられたが，
3種とも低温条件経過により球形成状態が誘起されるものと思われた.そしてこのような
現象はニンニク， 1)フリー ジア， 2)オキザリス 3)など，多くの秋植え球根作物で認めら
れている. したがって低温条件経過により球を形成し得る生理状態が誘起されることは，
越冬後初夏に球根を形成するいわゆる秋植え球根作物に広く見られる現象と恩われる.そ
してこの現象は，越冬性植物の花成が低温条件経過によって誘起される，いわゆる春化現
象に非常に類似している.
摘 要
オーニソガラム属の3種の花丹 (0.arabicltJl.， O. thyrsoides， O. umbellatum)を用い，
タネ球に対する 2~150C の低温処理が新球形成に及ぼす影響について実験を行なった.
1.オーニソガラムの鱗茎を 20，50， 90Cで 60，90日間低温処理した後， 200Cの恒湿器
内においた.その結果， O. arabicuJll では側球が肥大した.一方 O.thyrsoides とO.
umbellaturl/. は恒温器内では球の肥大がみられなかった.
2. 2 ~15.C で 30 ， 60， 90日間低温処理した球を鉢に植え， 200C， 16時間日長で栽培
した.O. arabicl仰は 2~90C で 30 日間以上処理した区は新球を形成した.一方 O. th. 
yrsoidesは 50，90C の60，90日間処理区と，20， 150C の90日間処理区は球を形成した.
O. umbellatumでは低温処理区のうち 50，90C の30日間処理区と 20C の60日処理区では
新球を形成じなかった.
3. 以上の事実からみて，これらのオーニソガラムは， 5 ~ 90C前後の低温処理により
球の形成に応ずる生理状態が誘起され， 200C前後の温暖条件で新球の発育が進むものと
思われた.
4.従前のニンニク，フリージアやオキザリスの実験成績や，本実験の結果からみて，
低温処理により球根形成が可能になり，または促進されることは，初夏に球根を形成する
球根作物に広くみられる特性と思われ，この現象は花成の場合の春化と類似している.
謝辞本実験の遂行に当り協力をいただいた本学の高樹英明，岩城実の両氏に対し，深
く感謝します.
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Summary 
This stl1dy was ca1'ried Ol1t to c1a1'ify the effect of chilling t1'eatment fo1' 
seed-bulbs on the bulb formation of OruithogatuJil arabiwJJt 1.， O. thyrsoides 
JACQ. and O. umbeltatulJt L. • 
The 1'esults obtained we1'e summarized as follows : 
L When the seed-bulbs of Ornithogatum we1'e exposed at 20， 50 01' 90C fOI・
60 01' 90 days and the1'eafter we1'e stored in the thermostat at 200C， the bulbs of 
O. arabicuJIl produced new late1'al bulbs. Whi1e those of O. t!yrsoides and O. um・
beltatum subjected to the chi1ing t1'eatment mentioned above failed to fonn new 
bulbs. 
2. 1n the second experiment， the bulbs we1'e treated with chilling at 20~150C 
for・30，60 01' 90 days and were g1'own unde1' a daylength of 16-hour at about 
200C. The plants of O. arabicu1tl grown f1'om the bulbs t1'eated at 20~90C p1'oc1uced 
new bulbs in spite of 30 days chilling. The plants of O. thyrsoides grown f1'om 
the bulbs treated at 50， 90C fo1' 60， 90 days and at 20， 150C for・ 90c1ays p1'oduced 
new bulbs. Whi1e the plants of O. umbellatum g1'own f1'om the bulbs t1'eated with 
the chilling at 50， 90C for・30c1ays and at 20C fo1' 60 c1ays did not fo1'll1 new bulbs. 
3. F1'oll1 these 1'esults， it ll1ay be assull1ed that the chil1ing t1'eatment at 
about 50~90C induced the favourable physiological states fo1' bul1コ fonnation，and 
the development of new bulbs in Ornit!togalu1J/. we1'e p1'omoted by the warm 
tempe1'atu1'e. 
4. Based on the p1'evious results on garlic， freesia and Oxa!is and the results 
mentioned above on Ornit1zogatu1n， it seems that the acquisition 01' acceleration 
of the blllb-and tuber-formation ability by a low tempe1'ature treatment is the 
gene1'al cha1'acte1'istic in the blllbous and tuberous c1'ops which p1'oduce the bulbs 
01' tube1's in ear1y summe1'， and this phenomenon 1'esembles to vernalization in 
flowe1' fo1'mation. 
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